
国管理河川の主な被害状況

台風第９号による大雨
石狩川水系石狩川（深川市、旭川市）

8月20日から続く大雨
常呂川水系常呂川（北見市）

・堤防決壊 １箇所 越水4箇所
浸水面積 約215ha石狩川水系石狩川（深川市、旭川市）

・溢水
・浸水面積 約１20ha 浸水家屋 6戸

・浸水面積 約215ha

台風第10号による大雨
石狩川水系空知川（南富良野町）

台風第10号による大雨
十勝川水系札内川（帯広市）

・堤防決壊 2箇所
・浸水面積 約50ha 浸水家屋2戸他

・堤防決壊 2箇所
・浸水面積 約130ha 浸水家屋183戸

・浸水面積 約50ha 浸水家屋2戸他

13



■石狩川水系辺別川及び常呂川水系東亜川で堤防が決壊する等 17水系43河川において浸水被害等が発生

北海道管理河川の主な被害状況①（台風第１１号、第９号）

狩 水系
いしかりがわ

渚滑川水系 1河川
しょこつがわ

常呂川水系 河川
ところがわ

■石狩川水系辺別川及び常呂川水系東亜川で堤防が決壊する等、17水系43河川において浸水被害等が発生。

石狩川水系：22 河川
【床下浸水16戸_床上浸水1戸_浸水面積367.6ha】

湧別川水系：1河川
【浸水面積21.8 ha】

渚滑川水系：1河川
【 床上浸水1戸_浸水面積12.0 ha】

ゆうべつがわ

常呂川水系：2河川
【床下浸水11戸 _床上浸水1戸_浸水面積117.5ha】

決壊箇所

網走 水系
あばしりがわ

常呂川水系東亜川（被害状況）H28.8.23撮影
ところがわ とうあがわ

藻琴川水系：１河川
【浸水面積29.0ha】

網走川水系：2河川
【浸水面積19.1ha】

もことがわ

石狩川水系辺別川（被害状況）H28.8.23撮影
いしかりがわ べべつがわ

鵡川水系：1河川 【床下浸水1戸、 浸水面積25.1ha】
むかわ

真沼津川水系：1河川
【浸水面積19.3ha】

しんぬつがわ

石狩川水系ペーパン川（被害状況）H28.8.21撮影
いしかりがわ

入鹿別川水系：1河川
【浸水面積26.9ha】

いりしかべつがわ

鵡川水系穂別川（被害状況）H28.8.25撮影
むかわ ほべつがわ

14



■十勝川水系芽室川で堤防が決壊する等 7水系18河川において浸水被害等が発生

北海道管理河川の主な被害状況②（台風第１０号）

■十勝川水系芽室川で堤防が決壊する等、7水系18河川において浸水被害等が発生。

湧別川水系 ２河川
ゆうべつが

わ石狩川水系 河川
いしかりがわ

斜里川水系 2河川
しゃりがわ

湧別川水系：２河川
【浸水面積20ha】

わ石狩川水系：2河川
【床下浸水24戸_床上浸水5戸_
浸水面積69ha】

沙流川水系：1河川
さるがわ

斜里川水系：2河川
【浸水面積66ha】

奥蘂別川水系：1河川
【浸水面積36ha】

おくしべつがわ

沙流川水系：1河川
【床下浸水12戸_全壊1戸_半壊1戸_
浸水面積180ha】

十勝川水系：10河川（調査中）
【家屋流出3戸_床上浸水1戸_床下浸水260戸_
浸水面積441ha】

とかちがわ

おりとがわ

十勝川水系芽室川（被害状況）H28.8.31撮影
とかちがわ めむろがわ

さるがわ さるがわ

沙流川水系沙流川（被害状況）H28.8.31撮
影

十勝川水系ペケレベツ川（被害状
況）
H28.8.31撮影

十勝川水系ペケレベツ川（被害状
況）H28.9.1撮影

とかちがわ とかちがわ

十勝川水系パンケ新得川（被害状況）H28.9.1撮
影

とかちがわ しんとくがわ 15



8月20日からの大雨による常呂川の被災状況

■8月20日からの降雨により 常呂川の太茶苗観測所では 観測史上第1位の水位を記録し 常呂川本川では越水が4箇所発■8月20日からの降雨により、常呂川の太茶苗観測所では、観測史上第1位の水位を記録し、常呂川本川では越水が4箇所発
生、支川柴山沢川では堤防が決壊。浸水家屋は生じなかったが、外水氾濫により約215haが浸水。

■排水ポンプ車等を派遣し浸水解消に努めるとともに、8月26日に緊急復旧工事を完了。

支川柴山沢川（2-7区間）堤防の決壊左岸24.0k 堤防天端敷砂利の一部流出 支川柴山沢川（2-7区間（注））堤防の決壊

21日 5:20 柴山沢川の堤防の 一部流出を確認（延長約100m）
22日 緊急復旧工事 着手
26日 緊急復旧工事 完了

しばやまざわ

8月26日

21日 0:10 堤防からの越水を確認
21日 5:20 堤防天端の敷砂利一部流出を確認
21日15:40 応急対策 完了

堤防天端の敷砂利一部流出 応急対策状況

8月21日05:20頃

緊急復旧工事完了

8月21日5時20分 8月21日15時40分 8月21日05:20頃

左岸22.6k 堤防裏法崩れ

21日
0:40 堤防からの越水を確認

（越流幅70m）

越水箇所

支川の堤防決壊箇所 福山地区

日吉地区
浸水約170ha
(東亜川（道管理）約120h 含む) 常

（越流幅70m）
0:50 堤防裏法の崩れを確認

（幅16m）
5:20 越水終了を確認

13:50 応急対策 完了

KP22.6左岸

太 苗観
ふとちゃなえ

上川沿観測所
（10 9k）

かみかわぞい

日吉地区

KP18.6左岸

浸水

浸水
約45ha

浸水

(東亜川（道管理）約120ha含む) 常
呂
川

8月21日04時30分
左岸

KP21.4右岸

太茶苗観測所
（18.9k）

（10.9k）浸水
約60ha

浸水
約60ha

被害地域
（常呂自治区）

8月21日04時30分
KP24.0左岸

＜避難状況＞
避難勧告 20日19:45 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）
避難指示 20日22:20 福山地区（17世帯56人）に発令後、

21日00:40 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）に発令
訓子府町

置戸町

北見市

16
（注）国管理区間の改良工事と一体として施工する必要があるため、河川法施行令第2条第7号に基づき、指定区間のうち国が工事を施工する区間。
※本速報に記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

8月21日13時50分

浸水地区（福山 吉）を含む常呂自治区（ , 世帯、 , 人） 発令

氾濫発生情報の発表は21日01:00 避難所へは最大484人が避難
置戸町



常呂川における治水事業の効果（河道掘削）

■常呂川では 平成13年9月洪水 平成18年8月の洪水災害を受け 洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道■常呂川では、平成13年9月洪水、平成18年8月の洪水災害を受け、洪水を安全に流すための河道断面を拡幅する河道

掘削を実施。8月20日からの大雨による出水では、これまでの河道掘削が効果を発揮し、約0.4m水位が低下。

■8月20日からの大雨による出水では、計画高水位を超過し越水により約215haの浸水が発生したが、仮に河道掘削が

実施されず、もし決壊した場合には約2,400haが浸水したと想定。

12

掘削による水位低減効果

BA 水位低減効果 約0 4m（推定値）

常呂川の水位の状況（KP11.0）

位置図

6

8

10

高
(m
)

河道掘削を行わなかった場合の水位9.2ｍ
実績水位 8.8m

BA 水位低減効果 約0.4m（推定値）

計画高水位:8.5m

0

2

4

標
高

河道掘削以前の河道断面

現在の河道断面(掘削後)

河道掘削箇所

0

凡 例

河道掘削を行わず堤防が決壊した場合に想定される被害

KP11.0

凡 例
浸水が想定される範囲

B

A
国道238号

氾濫面積 浸水家屋

常呂町

常呂川

約2,400ha 約700戸

河道掘削を行わず
堤防が決壊した場合の想定被害

常呂町

凡 例
浸水が想定される範囲

17※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



台風第9号による石狩川水系石狩川の被災状況

■台風第9号による降雨のため 納内観測所（深川市）では 昭和50年 56年洪水に次ぐ水位を観測

石狩川流域 ①③ ②

■台風第9号による降雨のため、納内観測所（深川市）では、昭和50年、56年洪水に次ぐ水位を観測。
■深川市納内町付近および旭川市神居町神居古潭において、約１２０haが浸水し、家屋６戸の浸水被害が発生。
■排水ポンプ車の派遣や緊急的に排水路を整備し、８月２５日１７時に排水を完了。

石狩川流域 ①③ ②

深川市

旭川市

凡例

滝川市

①

：浸水エリア

札幌
市

深川市

旭川市

②③排水状況

※ 記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。 18



治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 大雪ダム）（国管理）
た い せ つ

■平成２８年８月台風第９号に伴う降雨により、大雪ダムにおいては、既往最大の流入量を観測しました。

■大雪ダムの防災操作によって、下流河川の水位低減を図り、下流の上川町(上川水位観測所）では、水位を約0.4m低減させる効

果があったものと推測されます。

かみかわ かみかわ

820600

0
100
200
300
400

0 
10 
20 
30 
40 

位置図

上川町

大雪ダムの防災操作

時
間

雨
量

(m
m

)

累
計

雨
量

(m
m

)

8/19  9:00～8/23  18:00
流域総雨量282.1mm（ダム流域平均）

時間雨量

累加雨量

8月23日8時50分

790

800

810

820

300

400

500

600

上川水位観測所

旭川市

量
（
m

3 /s
)

位
（
m

)

8月23日8時50分
ダムへ流れ込んできた
最大水量約500m3/s

下流の増水をピーク時で
ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

流入量(m3/s)
放流量(m3/s)
貯水位(m)
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大雪ダム
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大雪ダム貯水状況 石狩川上川水位観測所付近上川水位観測所地点における水位低減効果

23日18時時点
防災操作によ てダムに

8月20日 8月22日8月21日 8月23日

ダムがなかった場合の
想定水位：329.09ｍEL=804.84mEL=804.84m

2323日日1818時時 時点時点

防災操作開始防災操作開始

EL=793.50mEL=793.50m

防災操作によってダムに
貯めた水量約2500万m3

▽計画高水位 EL=330.64m

実績水位：328.71ｍ

約0.4mの水位低減効果

▽はん濫注意水位 EL=327.40m

▽水防団待機水位 EL=326.90m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 19



台風第10号による十勝川水系札内川の被災状況

台風第７号等による降雨に加え 8月30日から31日にかけて台風第10号による大雨により 札内川上流の札内川ダム雨量観測所･台風第７号等による降雨に加え、8月30日から31日にかけて台風第10号による大雨により、札内川上流の札内川ダム雨量観測所
では、降り始めからの雨量は507ｍｍに達し、十勝川水系では、12箇所の観測所で、観測史上第1位の水位を記録。

・札内川左岸（帯広市中島町）で約200ｍにわたり堤防が決壊し、また、戸蔦別川（北海道管理区間）において堤防が決壊。

・約50haが浸水し、住宅2世帯や倉庫、民間発電事業者のソーラー発電施設が被災。

月 から札内川 緊急復 事 着手 月 完・8月31日から札内川の緊急復旧工事に着手し、9月7日に完了。

十勝川流域

決壊箇所
約２００m

十勝川流域

被害地域
（帯広市中島町）

KP25.0左岸決壊
（31日5:20頃確認）

浸水範囲×（帯広市中島町）

×
戸蔦別川右岸決壊（道管理区間）

浸水範囲
（約50ha）

×

8月31日 5時20分頃
堤防決壊を確認（約200ｍ）

9月7日 24時
緊急復旧 完了

札内川の堤防決壊

××

20※ 記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。

決壊地点
（道管理区間）



札内川では、ホットラインによる情報提供で円滑に避難勧告を発令

■自治体 北海道 国からなる「十勝川減災対策協議会」で検討された減災に関する取組方針に基づき■自治体、北海道、国からなる「十勝川減災対策協議会」で検討された減災に関する取組方針に基づき、
河川事務所長から自治体の長へのホットラインを実践。

■戸蔦別川（北海道管理区間）の堤防が決壊し、帯広市中島町にて浸水被害が発生したが、密なホットライ
ンとともに水位上昇についての切迫感のある情報を伝えたことにより 氾濫危険水位到達前に帯広市ンとともに水位上昇についての切迫感のある情報を伝えたことにより、氾濫危険水位到達前に帯広市
が対象地域へ避難勧告を発令。

帯広河川事務所から帯広市へのホットライン被害状況 堤防決壊箇所
約２００m約２００m

浸水範囲
（約50ha）

第二大川橋観測所における水位とホットライン・避難情報発令のタイミング

106

8/31 02:30
避難勧告発令（約50ha）

避難勧告発令の
目安となる水位

104

105

はん濫危険水位

計画高水位

避難勧告発令

氾濫危険水位超過の
可能性が高い旨助言

避難判断水位超過の
可能性が高い旨助言

8/31 05:20頃

観測所の上流地点
にて堤防決壊を確認

避難勧告発令の
目安となる水位

決壊地点
（道管理区間）

×被害地域
（帯広市中島町）

103

水
位

(m)

水防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位
可能性が高い旨助言

避難勧告発令等について

8/31 02:00
8/31 01:00

8/31 00:00

8/30 22:00

8/30 13:00

（道管理区間）

浸水範囲浸水範囲
第二大川橋
水位流量観測所

堤防決壊箇所

十勝川

101

102

水防団待機水位 避難勧告発令等について
意見交換

8/30 20:00
避難準備情報発令

札内川 100
8/29 12:00 8/30 0:00 8/30 12:00 8/31 0:00 8/31 12:00

水位上昇により避難判断水位
まで１ｍとなった旨助言

21

＜帯広市（上記浸水区域：中島町）における避難状況＞
避難準備情報 30日20:00  中島町（20世帯・120人）
避難勧告 31日02:30 中島町（20世帯・120人）
堤防決壊の確認は31日05:20   避難人数は最大26人（31日05:30）

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



台風第10号による石狩川水系空知川の被災状況

・8月16日からの台風第7号等による降雨に加え、8月29日から、台風第10号による大雨に見舞われ、空知川上流の串内雨量観測所では、降
くし ない

8月16日からの台風第7号等による降雨に加え、8月29日から、台風第10号による大雨に見舞われ、空知川上流の串内雨量観測所では、降
り始めからの雨量が515ｍｍに達した。

・空知川及びユクトラシュベツ川（北海道管理区間）のはん濫により、南富良野町幾寅地区において約130haが浸水し、住家約183戸、食品加
工工場等が浸水。

・8月31日から空知川の堤防決壊（2箇所）に対応する緊急復旧工事に着手し 9月6日に完了

空知川（幾寅築堤）の堤防決壊 被害地域
（南富良野町）

・8月31日から空知川の堤防決壊（2箇所）に対応する緊急復旧工事に着手し、9月6日に完了。

31日 4:40 空知川の堤防決壊を確認
延 流約 流約

空
知
川

（２カ所 延長 下流約150m 上流約300ｍ）

31日 9:20 緊急復旧工事31日 9:20 緊急復旧工事
に着手し、9月6日に完了

凡例

： 浸水エリア： 浸水エリア

： 堤防決壊

※記載されている数値や図表は速報値であり、今後、変更となる可能性があります。 22



洪水調節による被害軽減（ダムの効果）

■金山ダムでは、約5,390万m3の洪水を貯留した。
■金山ダムが無かった場合、下流の布部地点において約2.3m水位が高くなり、氾濫危険水位を上回っていたと推測され、洪水

被害が発生するおそれがあった。
ダ 狩 も効 があ が 特 な効 があ■ダムは、本川（石狩川）に対しても効果があったが、 特に支川に大きな効果があった。

位置図 貯留状況
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※同時刻の流入量と放流量の差

23
※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。



■ 平成28年8月台風10号により十勝川では 観測史上最高水位を記録するなど 沿川で浸水被害が発生

河道掘削の効果（北海道 十勝川）

■ 平成28年8月台風10号により十勝川では、観測史上最高水位を記録するなど、沿川で浸水被害が発生。

■ 帯広市街地付近では洪水時の水位を下げるため、これまで河道掘削を実施しており、実施しなかった場合には、水位が上昇し、計画

高水位を超えることにより、堤防が決壊していた可能性。

■ 決壊していた場合には、約5 400戸の家屋が浸水するとともに、道路の通行止め等、交通網にも大きな影響が発生したと推定。■ 決壊していた場合には、約5，400戸の家屋が浸水するとともに、道路の通行止め等、交通網にも大きな影響が発生したと推定。

オホーツク海

日本海
十勝川流域

千代田新水路
（H19掘削完了）

太平洋 相生中島地区
（H23掘削完了）

帯広市

40 0

42.0

水位低減効果 約0 3m（推定値）
KP55.2付近

横断イメージ

32 0

34.0

36.0

38.0

40.0

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値）
H=36.40m

今回出水における最高水位
H=36.14m（推定値）

計画高水位(H.W.L)
H=36.02m

水位低減効果 約0.3m（推定値）

推定浸水区域

推定浸水戸数：約5，400戸
推定浸水面積：約2，300ha

26.0

28.0

30.0

32.0

現在の河道断面（掘削後）

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 24



治水事業の効果 ダム整備が効果を発揮（北海道 十勝ダム）（国管理）

■平成28年8月29日～9月1日の台風第10号に伴う降雨により、十勝ダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測。

■十勝ダムの防災操作によって、ピーク時で約820m3/sの水量を抑え、下流の清水町（共栄橋水位観測所）では、水位を約0.8m低
減させる効果があったものと推測されます。
仮 ダムが整備され なければ 氾濫注意水位※を上回る出水とな た とが想定されます■仮にダムが整備されていなければ、氾濫注意水位※を上回る出水となったことが想定されます。
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N
十勝ダムの防災操作

位置図
時間雨量

※ 氾濫注意水位：水防団が水防活動を行うための出動を行う目安等となる水位。
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8/29 17:00 ～ 9/1 19:00
流域総雨量 127.5mm（ダム流域平均）

岩松ダム

十勝ダム
水位観測所

利水ダム
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約820m3/s抑えました。
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約860m3/s

共栄橋水位観測所

帯広市

屈足市街

十勝川十勝川

N

放流量（m3/s）

ダムに流れ込む水を貯め、

急激な川の増水を抑えました。

流
23.

5
㎞
地
点

帯広市
十勝川十勝川

十勝川

共栄橋水位観測所地点における水位低減効果 十勝ダム貯水状況 共栄橋水位観測所付近

8月30日 9月1日8月31日

計画高水位 H=146.72m

約0.8mの水位低減

ダムが無い場合の
想定水位：144.63m防災操作終了

EL=333.04m

ダムが無い場合の
想定水位：144.63m

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約4500万m3

実績水位：143 88m

水防団待機水位 H=143.50m

氾濫危険水位 H=145.40m
避難判断水位 H=145.20m

氾濫注意水位 H=144.30m

防災操作開始
EL=317.19m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります。 25

実績水位：143.88m
実績水位：143.88m


